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 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 は 、 社 会 的 排 除 の 一 部 分 で あ る 「 教 育 政 策 か

ら の 排 除 」 に 着 目 し 、 社 会 や 教 育 か ら 排 除 さ れ る 傾 向 に あ る 特 別 な

教 育 的 ニ ー ズ や 障 害 の あ る 子 ど も 達 を 対 象 と し て 発 展 し て き た 。 イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 は 、 今 日 、 世 界 的 な 障 害 児 教 育 政 策 の キ ー ・ コ ン

セ プ ト に な っ て い る 。  

イ ギ リ ス は 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 先 駆 的 な 役 割 を 果 た し て お り 、

「 2 0 0 1 年 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ お よ び 障 害 法 ( S p e c i a l  E d u c a t i o n a l  

N e e d s  a n d  D i s a b i l i t y  A c t  2 0 0 1 ) 」に お い て 、イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を

法 制 化 し て い る 。さ ら に 、 2 0 0 7 年 ３ 月 に は イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 提

唱 す る「 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 」（ 以 下 、「 障 害 者 権 利 条 約 」）に

署 名 し 、2 0 0 9 年 ６ 月 に 批 准 し て い る 。ま た 、「特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」

概 念 の 見 直 し が 図 ら れ 、2 0 1 4 年 に は イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 に 関 わ

る 新 制 度 “  E d u c a t i o n ,  H e a l t h  a n d  C a r e  P l a n ” （ 以 下 、「 E H C プ ラ

ン 」） も 開 始 さ れ て い る 。  

現 在 、 イ ギ リ ス に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 は 旧 制 度 の 見 直 し か

ら 新 制 度 導 入 の 段 階 に 入 り 、 教 職 員 の 育 成 や 専 門 性 の 向 上 、 財 源 の

確 保 、カ リ キ ュ ラ ム の 改 革 、関 係 機 関 と の 連 携 体 制 の 構 築 な ど 、様 々

な 課 題 へ の 対 応 を 迫 ら れ て い る 。  

他 方 、 日 本 は 、 2 0 0 7 年 ９ 月 に 「 障 害 者 権 利 条 約 」 に 署 名 し 、 国 内

法 の 整 備 に 着 手 し た 後 、 2 0 1 4 年 １ 月 に よ う や く 批 准 し て い る 。今 ま

さ に 日 本 で ど の よ う に イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 実 現 し 、 展 開 し て い く

の か 、 さ ら な る 研 究 が 必 要 と さ れ て い る 。  

以 上 述 べ て き た こ と を 踏 ま え 、 本 研 究 は 、 教 育 法 ・ 制 度 ・ 政 策 の

歴 史 研 究 に 基 づ き 、 社 会 情 勢 に よ っ て 、 政 府 や 教 育 を 司 る 省 庁 な ど

の 政 策 主 体 が ど の よ う な 課 題 を 設 定 し 、 ど の よ う な も の を 対 象 化 し

て き た の か と い う 視 点 で 、 以 下 の 研 究 課 題 を 明 ら か に す る も の と す

る 。  

第 一 に 、 イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 理 論 お よ び イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 概

念 規 定 な ど の 先 行 研 究 を 分 析 し た 結 果 、 障 害 児 教 育 政 策 論 の 原 点 で

あ る ノ ー マ リ ゼ ー シ ョ ン 原 理 か ら 、 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 概 念 ・ 統 合

教 育 、イ ン ク ル ー ジ ョ ン・イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に 至 る 過 程 に お い て 、

各 々 を 個 別 に 検 討 し た 先 行 研 究 は 見 ら れ る が 、 一 つ の 流 れ と し て 、

そ の 歴 史 的 展 開 を 分 析 し た 先 行 研 究 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た 。 そ
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れ ゆ え 、 本 研 究 で は ノ ー マ リ ゼ ー シ ョ ン 原 理 に ま で 遡 り 、 い か な る

歴 史 的 展 開 の 中 で イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 理 論 が 構 築 さ れ 、 世 界 の 障

害 児 教 育 政 策 の 潮 流 と な っ た の か を 明 ら か に す る 。  

第 二 に 、 先 行 研 究 に は 見 ら れ な い 新 た な 視 点 と し て 、 イ ギ リ ス に

お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 を 障 害 児 教 育 の 成 立

期 か ら イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 に 至 る ま で 、 社 会 情 勢 を 踏 ま え な が

ら 、 教 育 法 の 変 遷 を 中 心 に 分 析 ・ 考 察 す る 。 ま た 、 イ ギ リ ス に お け

る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 ・ 教 育 実 践 の 成 果 や 課 題 、

課 題 克 服 の 経 緯 か ら 示 唆 を 導 き 出 し 、 今 後 、 日 本 に お い て ど の よ う

に イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 実 現 さ せ て い く の か 、 何 が 必 要 で あ る の か 、

そ の 方 向 性 と 在 り 方 を 明 ら か に す る 。  

 第 三 に 、 イ ギ リ ス 現 地 小 学 校 に お い て 調 査 を 実 施 し 、 ど の よ う に

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 が 実 践 に 反 映 さ れ 、 教 員 や 親 は そ の 成 果 と

課 題 を ど の よ う に 捉 え て い る の か を 明 ら か に す る 。 実 際 の 実 践 現 場

に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 反 映 性 と 関 与 者 の 評 価 を 調 査

す る こ と は 、 イ ギ リ ス だ け で は な く 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に 向 か っ

て い る 日 本 に と っ て 、 特 に 必 要 な も の で あ る 。  

従 っ て 、 本 研 究 で は 、 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 以

下 、S E N C O）や 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ の あ る 生 徒 の 親 に イ ン ク ル ー シ

ブ 教 育 政 策 の 実 施 に 関 わ る 調 査 を 行 い 、 そ の 結 果 か ら 、 イ ン ク ル ー

シ ブ 教 育 実 践 の 成 果 と 課 題 の 傾 向 を 提 示 す る 。 そ し て 、 イ ン ク ル ー

シ ブ 教 育 の 先 駆 的 な 役 割 を 果 た し て い る イ ギ リ ス の 実 態 か ら 、 イ ン

ク ル ー シ ブ 教 育 に 向 か お う と し て い る 日 本 に 対 し て 、 ど の よ う な 示

唆 が 与 え ら れ る か 考 察 し た い と 考 え る 。  

 イ ギ リ ス に お け る 「 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」 と い う 新 概 念 が 導 入 さ

れ て 約 三 十 年 が 経 過 し た 今 、歴 史 的 展 開 の み な ら ず 、「E H C プ ラ ン 」

の 導 入 と い う 課 題 克 服 の 第 一 歩 を 踏 み 出 す に 至 る 経 緯 、 課 題 解 決 の

方 法 か ら 、 日 本 の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 へ の 示 唆 を 導 き 出 す と い う 視

点 は 、今 ま で の 先 行 研 究 に は 見 ら れ な い 、本 研 究 独 自 の も の で あ る 。

そ の 意 味 で 、 本 研 究 は 、 日 本 に お け る 今 後 の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政

策 の 構 築・推 進 に 寄 与 す る も の で あ り 、そ こ に 意 義 が あ る と 考 え る 。 

 本 研 究 で は 、 以 下 の 理 由 か ら 、 主 た る 研 究 の 対 象 と し て イ ギ リ ス

に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 を 取 り 上 げ る 。 対 象 期 間 は 、 イ ギ
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リ ス に お け る 障 害 児 教 育 の 成 立 期 か ら 2 0 1 5 年 ま で と す る 。  

第 一 に 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 発 祥 の 地 は イ ギ リ ス を 中 心 と し た

欧 州 で あ り 、 日 本 は 端 緒 に 就 い た ば か り で あ る 。 そ こ で 、 先 駆 的 な

イ ギ リ ス の 歴 史 的 展 開 を 分 析 ・ 考 察 す る こ と で 、 よ り 多 角 的 な 視 点

か ら イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 在 り 方 を 明 ら か に す る 。  

第 二 に 、 日 本 の 特 別 支 援 教 育 は 、 イ ギ リ ス で 生 ま れ た 概 念 で あ る

「 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」 を モ デ ル と す る な ど 、 イ ギ リ ス を 手 本 に し

な が ら 、 制 度 ・ 政 策 を 構 築 し て い る こ と は 明 ら か で あ り 、 そ の 点 か

ら も イ ギ リ ス の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 に 関 す る 詳 細 な 研 究 が 必

要 と さ れ て い る と い え る 。  

第 三 に 、イ ギ リ ス は 、障 害 児（ 者 ）、学 校 教 育 、子 ど も を 含 め た 家

族 に 関 す る 公 的 財 政 支 出 が 日 本 に 比 べ て 多 く 、 多 様 な 取 り 組 み が な

さ れ て い る 。 そ の 点 か ら も 、 イ ギ リ ス を 研 究 対 象 に す る こ と で 多 様

な 示 唆 が 得 ら れ る と 考 え る 。  

 研 究 の 方 法 は 、 障 害 児 教 育 政 策 論 の 歴 史 的 展 開 、 イ ギ リ ス の イ ン

ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 を 、 社 会 情 勢 を 踏 ま え た 上 で 、 一

連 の 教 育 法 ・ 法 律 制 定 に 関 わ る 報 告 書 な ど の 資 料 、 文 献 か ら 分 析 す

る 。  

ま た 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 が 教 育 実 践 に ど の よ う に 反 映 さ れ

て い る の か を 把 握 す る た め に 、 本 研 究 は 現 地 調 査 を 行 う 。 ま ず 、 イ

ギ リ ス 現 地 小 学 校 の S E N C O お よ び 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ の あ る 生 徒

の 親 へ の 質 問 紙 調 査 を 行 い 、 そ の 回 答 を 基 に 、 さ ら に 訪 問 調 査 （ 授

業 見 学 ・ イ ン タ ビ ュ ー 調 査 ・ 観 察 ） を 実 施 す る 。 同 様 に 、 ソ ー シ ャ

ル サ ー ビ ス 機 関 に お い て 、 訪 問 調 査 （ イ ン タ ビ ュ ー 調 査 ） を 行 う 。 

以 下 、 本 研 究 の 章 立 て に 沿 っ て 、 内 容 に つ い て 述 べ て い く 。  

第 １ 部「 研 究 の 課 題 と 方 法 」（ 序 章 ・ 第 １ 章 ）で は 、外 国 文 献 を 積

極 的 用 い て 、 先 行 研 究 の 分 析 を し 、 本 研 究 に お け る 研 究 課 題 を 明 示

し た 。  

 第 ２ 部 「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に 至 る 障 害 児 教 育 政 策 論 の 歴 史 的 展

開 」（ 第 ２ 章 ～ 第 ４ 章 ）に お い て 、ノ ー マ リ ゼ ー シ ョ ン 原 理 か ら 、イ

ン ク ル ー ジ ョ ン ・ イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に 至 る 障 害 児 教 育 政 策 論 の 歴

史 的 展 開 を 分 析 ・ 考 察 し た 。  

そ の 結 果 、 明 ら か に な っ た こ と は 、 以 下 の 三 点 で あ る 。  
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第 一 に 、 ノ ー マ リ ゼ ー シ ョ ン 原 理 は 、「 当 事 者 」、 政 府 や 社 会 省 な

ど の「 政 策 主 体 」、「受 け 入 れ る 場 所（ 国・地 域 ）」が 合 致 し た こ と で 、

推 進 さ れ た こ と が 明 ら か と な っ た 。  

第 二 に 、 ノ ー マ リ ゼ ー シ ョ ン 原 理 、 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 概 念 ・ 統

合 教 育 、 イ ン ク ル ー ジ ョ ン ・ イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 理 論 は 、 人 と し

て の 権 利 を 求 め て い る と い う 点 に お い て 、 通 底 し て い る こ と が 明 ら

か と な っ た 。  

そ の 根 底 に は 、「人 と し て の 権 利 を 奪 わ れ る こ と へ の 抵 抗 」、「排 除

へ の 闘 い 」 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 障 害 児 （ 者 ） の 権 利 保 障 と

発 達 を 保 障 す る 視 点 が 重 要 で あ る こ と を 主 張 し た 。  

第 三 に 、 統 合 教 育 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 課 題 は 、 政 府 や 教

育 を 司 る 省 庁 な ど の 政 策 主 体 に よ っ て 、 支 出 を 削 減 で き る と い う メ

リ ッ ト の み で 推 進 さ れ る 危 険 を 内 包 し て い る 点 で あ る こ と を 指 摘

し 、 重 要 な 点 と し て 、 ① 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ や 障 害 の あ る 子 ど も の

権 利 保 障 と 発 達 を 保 障 す る 視 点 、 ② 通 常 学 校 に お け る 基 礎 的 環 境 整

備 、③ 社 会 全 体 の 意 識 変 革 の た め の 啓 発 の 促 進 、の 三 点 を 主 張 し た 。 

第 ３ 部 「 イ ギ リ ス に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 」

（ 第 ５ 章 ～ 第 1 0 章 ）で は 、イ ギ リ ス に お け る 障 害 児 教 育 の 成 立 期 か

ら 2 0 1 5 年 ま で の 歴 史 的 展 開 を 分 析・考 察 し た 。ま た 、イ ン ク ル ー シ

ブ 教 育 実 践 の 現 状 を 把 握 す る た め に 調 査 も 実 施 し た 。  

そ の 結 果 、「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 」 か ら は 、 1 .  

「 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ 」概 念 の 果 た し た 先 導 的 役 割 、2 .  人 と 人 と の

協 同 に よ る 進 展 、3 .  教 職 員 組 合 、障 害 者 団 体 の 継 続 的 な 努 力 、4 .  制

度・政 策 に お け る ト ラ イ ＆ エ ラ ー の 繰 り 返 し に よ る 発 展 、5 .  学 校 全

体 で 子 ど も を 支 え る 仕 組 み の 構 築 、 6 .  特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ の あ る

子 ど も に 対 す る 低 い 期 待 の 文 化 の 転 換 と 親 の 信 頼 を 得 よ う と す る

方 向 性 、 が 明 ら か と な っ た 。  

ま た 、 イ ギ リ ス 現 地 小 学 校 に お け る 「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 実 践 の

調 査 結 果 」か ら は 、 ( 1 )イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 は「 標 準 」で あ る と す る

認 識 と 受 容 ・ 理 解 ・ 共 感 と い う イ ン ク ル ー シ ブ な 学 校 文 化 の 醸 成 、

( 2 )近 隣 の 学 校 と の 連 携 体 制 の 構 築 、 ( 3 )特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ の あ る

生 徒 支 援 の た め の 資 金 不 足 の 課 題 、 ( 4 )イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 に

実 践 が 追 い つ い て い な い 部 分 が あ る 点 、 ( 5 )多 様 な サ ー ビ ス は 用 意
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さ れ て い る が 利 用 し 難 い 課 題 、 ( 6 )特 別 学 校 の 存 在 意 義 お よ び 専 門

性 の 高 さ と フ ル ・ イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 実 施 の 限 界 性 、 が 明 ら か と な

っ た 。  

第 ４ 部「 総 括 」（ 終 章 ）で は 、本 研 究 で 明 ら か に な っ た 点 を 総 括 し 、

イ ギ リ ス か ら 日 本 へ の 示 唆 を 導 き 出 し て い る 。  

「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 」 か ら 導 き 出 さ れ た 日 本

へ の 示 唆 は 、【 1】医 学 的 な 障 害 カ テ ゴ リ ー か ら 、「特 別 な 教 育 的 ニ ー

ズ 」 概 念 へ の 漸 進 的 な 移 行 、【 2】 人 と 人 と の 協 同 を 重 視 し た 政 策 の

策 定 、【 3】 制 度 ・ 政 策 に お い て ト ラ イ ＆ エ ラ ー を 繰 り 返 し な が ら 、

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 政 策 を 推 進 し て い く 姿 勢 、【 4】 子 ど も と そ の 家

族 を 支 え る 政 策 の 必 要 性 、【5】横 の 連 携 と 支 援 の 連 続 性 の 強 化 、【6】

学 校 全 体 で 子 ど も を 支 え る 通 常 学 校 教 育 の 改 革 と い う 視 点 、【 7】 教

育 水 準 の 達 成 と 包 摂 を 両 立 す る 取 組 み の 必 要 性 、 で あ る 。  

 加 え て 、「イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 実 践 」に 関 し て 、導 き 出 さ れ た 日 本

へ の 示 唆 は 、《 1》 通 常 学 校 教 育 の 改 革 と い う 視 点 の 下 、 学 校 全 体 に

お い て 受 容 ・ 理 解 ・ 共 感 の 文 化 を 醸 成 す る 必 要 性 、《 2》 子 ど も を 全

体 と し て 捉 え 、 必 要 に 応 じ て 各 々 に 教 育 的 支 援 を 提 供 し て い く 考 え

方 の 重 要 性 、《 3》 近 隣 の 学 校 と の 連 携 体 制 の 構 築 、《 4》 財 源 確 保 と

既 存 の 資 源 を 有 効 的 に 使 う 試 み 、《 5》 専 門 性 が 高 く 、 力 量 の あ る  

S E N C O や 教 員 の 養 成 、《 6》 他 機 関 と 協 同 し て 動 け る 人 材 の 育 成 、

《 7》 実 践 者 や 利 用 者 の 視 点 に 立 っ た サ ー ビ ス の 制 度 設 計 の 必 要 性 、

《 8》連 続 性 の あ る 多 様 な 学 び の 場 の 保 障 、《 9》教 育 的 支 援 の 質 の 保

障 と 地 域 格 差 解 消 の 必 要 性 、 で あ る 。  

今 後 の 研 究 課 題 と し て は 、 ⅰ .  イ ギ リ ス に お け る 「 E H C プ ラ ン 」

施 行 後 の 検 討 、 ⅱ .  日 本 に お け る 障 害 児 教 育 政 策 ・ イ ン ク ル ー シ ブ

教 育 政 策 の 歴 史 的 展 開 お よ び 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 モ

デ ル 事 業 の 成 果 と 課 題 の 検 討 、 ⅲ .  特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ や 障 害 の あ

る 子 ど も と そ の 家 族 を 支 え る 支 援 体 制 の 構 築 に 関 す る 検 討 、 の 三 点

を 提 示 し た 。  

な お 、 参 考 資 料 と し て 、 イ ギ リ ス 障 害 児 教 育 ・ イ ン ク ル ー シ ブ 教

育 の 歴 史 的 展 開 の 流 れ を 把 握 す る た め に 、「イ ギ リ ス 障 害 児 教 育・イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 史 年 表 」 を 作 成 し 、 添 付 し て い る 。  
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